
 
御卒業おめでとうございます 

いよいよ明日が卒業式となりました。３年生の皆さん、保護者の皆さん、御卒

業おめでとうございます。心からお慶び申し上げます。 

先週、県立高校一般入試を終え、ほっとしながらも、ドキドキが止まらない人

がいるかもしれません。でも、もう考えてもどうしようもありません。「人事を

尽くして天命を待つ」。吉報を信じ、残りの日々を楽しみましょう。  

また、今回も教職員のつぶやきコーナーに書かせていただいた内容を紹介し

ます。３年生にとっては、最後のつぶやきになります。御一読ください。 

一番大事なのは・・・ 
令和４年度も、生徒会スローガン「維新～誰も見たことのないその先へ

～」の下、全校生徒が本当によく頑張りました。卒業していく３年生にとっ

ては、感謝の気持ちを持って、本気になってやり切ることで、人の心を動か

すすばらしい活動ができることを実感できた、心に残る１年となったのでは

ないでしょうか。維新を意識し、新しいことに挑戦するなど、皆さんの築い

た伝統は、新スローガン「No Limit～無限の希望 醒めぬ夢～」の下、後

輩がしっかり継承してくれるはずです。これからも、後輩が憧れる最高の先

輩として、すばらしい後ろ姿を見せてください。 

今年も、ホンダの創業者、本田宗一郎さんの言葉を紹介します。 

「一番大事なのは信頼だ。信頼の上に立っていない言葉は、百万遍しゃ

べっても無駄になるのではないか。信頼とは、一日一日のその人の履歴、

人となりだと思う。」 

本校の校訓は、信頼です。３年間、この校訓の下で、皆さんが学んだこと

を生かし、それぞれの夢や目標の実現に向けて、凡事徹底を続けてくださ

い。先生たちは、それを楽しみに応援していきます。 

 
ＰＴＡ合同送別会について（規模縮小） 

コロナ感染防止のために、ここ３年間、実施を自粛してきたＰＴＡ合同送別会

を、今年度は規模を縮小した形（教職員とＰＴＡ役員の希望者）で実施すること

に決定いたしました。 

本来ならば、全てのＰＴＡ会員の皆様に御案内すべきところですが、現在も新

型コロナは収束しているわけではないこと、また、インフルエンザの感染も広が

っていることを考え、ＰＴＡ本部役員さんと相談の結果、大人数での開催は時期

尚早と判断し、決定いたしました。   

なお、今回の開催は、全て中止にするのではなく、少しずつやれることを増や

していきたいとの、来年度に向けた思いも込められています。来年度も「反転攻

勢」が、実現できることを願っています。 
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お別れスポーツ大会を行いました 

昨日は、全校生徒が、学年対抗で、体育委員会主催によるお別れスポーツ大会

を行いました。種目は、男女ともにバレーボールです。 

特別ルールとして、１年生対２年生の試合では、１年生に 15 点、1 年生対３

年生の試合では、１年生男子に 30点、女子に 25点のプレゼント（ハンデ）を渡

し、勝負に挑みました。 

また、２年生対３年生は、プレゼントなしの真剣勝負を行いました。 

男子の部の結果は、１位 ３年生、２位 ２年生、３位 １年生 

女子の部の結果は、１位 １年生、２位 ２年生、３位 ３年生でした。 

 優勝した３年生男子、１年生女子の皆さん、おめでとうございます。 

なお、今回の大会では、結果よりも、先輩と後輩とが楽しく交流することで、

誰もの思い出に残る１日となったのではないかと思います。生徒の皆さん、お疲

れ様でした。 

   

      

３年生がお別れ遠足を楽しみました  

３月 14日（火）には、３年生がお別れ遠足を楽しみました。場所は、アクア

ボウルと大洲青少年交流の家です。 

ボウリングで楽しく競い合うだけでなく、１年時にできなかった交流の家で

の活動（バイキング昼食やスポーツ活動）を行うことで、楽しい時間を過ごすこ

とができたのではないかと思います。 

   


